
雑種的思考の可能性について
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カフカが遺した膨大な原稿は，カフカ自身の意に

反して，今日まで生き延びることができた。何者か

の意思に反して生き延びること。あるいは生き延び

させること。ここで最初に紹介したいカフカの遺稿

の中の断片は，まさに「雑種性」という烙印を押さ

れた存在をめぐるカフカの憂慮をあらわした，その

｢雑種」の記憶を生き延びさせるためのテキストで

ある。

ついて，その問題を深刻に受け止めながらみずから

に正しく問ってきたか否か？

今回のシンポジウムにおいては，主に大正末期か

ら戦後にかけての日本が「雑種性」をめぐって，ど

のような思考を産み出したのか？そして，それが欧

米世界（特にアメリカ大陸）における「雑種性」を

めぐる思考とどう交錯しうる射程を持っていたの

か？そして，二十一世紀に向けて，「雑種`性」をめ

ぐる過去における思考の遺産を私たちはどう継承し

ていくべきなのか？－これらの問題を問ってみた

い。

そこで，私は一九二○年代の作家の一人，宮沢賢

治を取り上げながら，彼にとって「雑種性」とは何

であったのか？を問うことで，今日の議論の口火を

切る発話とさせてもらおうと思う。

「猫に出会うと逃げ出すが，小羊を見ると，おそ

いかかろうとする」－この二重の本能を背負った

｢雑種」はあたかも「脱亜入欧」をめざしながら，

その目標を十分には達成しないまま，まさしく「雑

種」として生き延びてきた近代日本のカリカチュア

ではないかとさえ思える寓意である。

日本文化の雑種`性については，それを日本文化の

基層とみなすか，逆に，純血文化の保存を困難して

きた外圧の結果だとみなすかは別にして，日本文化

の特質を考慮するときにだれひとりとして見逃すこ

とのできない歴史的既成事実である。しかも和漢折

衷の混血文化の上に成立した日本文化は,明治以降，

今度は和洋折衷の新たなる雑種化を徹底的に推し進

めた。

プラハのユダヤ系ドイツ人として生まれ育ったカ

フカが「雑種」の中に暗謄たる未来を見たのに対し

て，日本という「雑種」はその「雑種性」を強調す

ることで，むしろ生き延びても来たのだ。少なくと

も，そう考えることに，日本人はきわめて抵抗を持

たない民族のひとつであると想像することができ

る。加藤周一さんの「雑種文化」という本などはそ

の典型ともいえる本である。

しかし，いったい日本的雑種`性とは何なのか？

日本文化の「雑種性」を認めることについては吝

かではないはずの日本人は，はたして「雑種`性」に

＊

「注文の多い料理店」－そこには一方で檸猛さ

を残しながら，他方では西洋かぶれのグルメ趣味に

侵されたハイカラな山猫が登場する。歴史的な異文

化接触のプロセスの中での味覚の変容一これは宮

沢賢治を考えるときにきわめて重要な問題のひとつ

で，たとえば狩猟民族にとっての「粟餅」－マタ

ギ暮らしの山男にとっての「飴」－猛禽類にとっ

ての「絶食」－宮沢賢治の文学に登場する動物や

人間は，異文化接触を契機として，かならずといっ

ていいほど，みずからの食生活の変革を試みること

になる。「注文の多い料理店」の山猫も，この点に

おいては，典型的な「近代主義者」なのである。

しかし，「注文の多い料理店」では，この山猫が，

やはり「近代主義者」であるという点においてはさ

らに先端を行く「東京から来た紳士」たちと真|可か

ら対決することになる。二人の紳士は，食べるため
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化け，あるときはワイルドキャットを演じもし，そ

うしながら，文明開化期を生き，日本帝国主義時代

を生き，プロレタリア労働運動を生き，さらに戦後

の今もまた生き続けている存在たちの胸騒ぎ。

私たちは単純に都会の紳士でもなければ，森の山

猫でもない。しかしこの一触即発の関係の中にあ

る二者の決して中和されることなどありえない不釣

り合いな胸騒ぎを分有することで，ほんとうに「雑

種」的な存在へと変貌する契機を見失わないこと。

ここで深入りするつもりはないが，日本国という

名の「国民国家」の周縁部で，小文字でしか言いあ

らわせないような「マイナーな日本人」の胸騒ぎを，

「日本国民」の胸騒ぎにつきつけること。たとえば，

従軍慰安婦問題や沖縄問題，ハンセン病患者や水俣

病の問題，これらの問題を，「日本人」の雑種化の

格好の契機とみなすこと。

に狩猟をすることを「ファッション」としてのみ生

きようとする乱暴な消費者としての仮面をかぶった

｢近代主義者」である。

ここで私たちは近代の所産である二種類の｢雑種」

に遭遇したことになる。それぞれに「狩猟＝捕獲」

に攻撃的本能のはけ口を求め．しかもただ食べるの

ではないグルメ的な食習慣にとりつかれ，またまが

りなりにも日本語を話し，しかも看板に英語を書き

加えたり，英国風のファッションに身を固めたり，

舶来嗜好をそれぞれに分有する「雑種｣。

しかし，私たちはここで「雑種性」をめぐる思考

をついつい閉じてしまいがちになるのだが，私はこ

の程度のバタ臭さを見出しただけで宮沢賢治をめぐ

る議論を終らせるべきではない－というのが私の

考えである。

いったい，私たちは山猫の末嵩なのか，英国風紳

士の末筒なのかと問うこと－カフカが言った「複

数の胸騒ぎ」で胸を一杯にするということは，まさ

に「注文の多い料理店」を介して一触即発の関係に

陥った山猫の胸騒ぎと英国風紳士の胸騒ぎとで胸を

一杯にすることに他ならないのである。

日本文化の雑種性をめぐる議論が，これまで日本

において不毛に終わってきたのは，和漢だの和洋だ

のといった折衷可能な異文化の混交のみを日本文化

の特質としてみることで,日本の歴史を彩ってきた，

異文化衝突の暴力を見届けないままに終わらせてき

た怠`慢のせいである。

日本人とは山猫の悪知恵に手を焼く猟師たちのこ

とではない。山猫の反抗に驚くことによって，森の

動物たちの尊厳に気がついてみせることで，多少な

りとも環境保護論者へと変貌する都会人のことでも

ない｡時には武装した鉄砲打ちを向こうにまわして，

ゲリラ的な戦法を試みる山猫もまた日本人であった

し，思いこみの激しい単細胞な人間の欲に訴えかけ

て，まんまと相手をたぶらかした悪徳詐欺師もまた

日本人であったｃ

宮沢賢治が創造したイーハトヴは，植民地主義帝

国日本の縮図であり，私たちは決して都会人の立場

にだけ立って山猫の野蛮さを断罪することはできな

いない。力､といって山猫の正当防衛を一方的に主張

するわけにも行かない。あるときは英国風の紳士に

＊

笑は童話集『注文の多い料理店」は，はじめ「山

男の四則と題される予定だった。いまではあまり

読まれることのない童話だが，よく読むと不思議な

気分になる童話だ。

これには「山男」がひとりと「支那人」がひとり

敵役同士として登場するｃ二人にとって日本は決し

て居心地のいい国であったわけではなかったらし

く，「山男」は山鳥を売りに「町へはひっていくと

すれば，化けないとなぐり殺される」と感じている。

｢支那人」の方も「きさまが町へはひったら，おれ

はすぐ，この支那人はあやしいやつだとどなってや

る」と脅されると，急にめそめそして，「それ，あ

まり同情ない。わたし商売たたない。わたしおまん

またべない。わたし往生する」と泣き落としにかか

るｃ要するに，だれもが人を化かしたり化かされた

り，脅したり脅されたりしながら生きている。これ

ら「マイナーな日本人」の胸騒ぎ~「山男」の胸

騒ぎや「支那人」の胸騒ぎをただしく胸の中に位置

づけること。

「山男の四月」には「山男」でも「支那人」でも

ない「日本国民」は傍役以外では登場しない。しか

し，この物語は単に「日本国民」のステレオタイプ
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な￣山男」観・「支那人」観を引用しただけで終わ

った話ではない。

この物語の中で，「支那人」は六神丸という漢方

薬を売り歩く行商人として設定されている。しかも

｢支那人」はこの「ながいきの薬」を製造するのに，

上海でもイーハトーヴでも純朴な人間をだまくらか

して，魔法で人肉を丸薬に変えながら歩いているの

である。一方，￣'１１男」はと言えば，宮沢賢治のも

うひとつの童話「なめとこ山の熊」を読めば分かる

ように，もし彼が銃を手に入れたなら，熊を蟻ち殺

して熊の胆を売って，山鳥一羽どころではない，あ

る程度まとまった金を手に入れたかもしれない。彼

は銃を持たないから，やむなく「両手をちぢめて，

鉄砲だまのようにからだを投げつけ」特攻隊のよ

うに突進していくだけだ。そして，そんな「山男」

が六神丸となって，虚弱体質の日本の子供がそれを

服用する。

いったい童話「山男の四月」を読んだ日本の子ど

もは，平然と，六神丸を口にすることができるだろ

うか？

私たちは「山男」をなぐりころすかもしれないし，

｢支那人」の悪徳商法に脅威を覚えもする，そんな

日本人の胸騒ぎをも言うまでもなく分有できる

かといってその胸騒ぎだけをしか胸の中に宿すこと

のできない日本の読者は，極端な差別主義者以外に

ないだろう。

「日本人に化ける山男」と「たどたどしい日本語

を話す支那人」と「童話好きの日本の子ども」－

いったい私たちの胸はいくつの胸騒ぎを宿すべ<開

かれているのだろうか？

「山男の四月」は，「山男」と「支那人」と「日

本人」の胸騒ぎを共にかきならすために仕組まれた

童話なのである。

することでみずからを歴史的に位置づける語りの探

究。さいわい今ｐこの種類の雑種の未来は，暗謄た

るものではない。

私は個人的にはこのような精神の状態，学問的姿

勢のことを，「クレオール的」と呼びたいと思って

いる。

「山男」でもなく，「支那人」でもなく，「日本人」

でもなく，「クレオール」であると言える感性を身

につけていくこと。

あるいは、私の中には「紳士」と「111猫」－

｢山男」と「支那人」と「日本人」がいると言える

場を開いていくこと。

こうした雑種的思考の萌芽が一九二○年代の東ア

ジアで，アメリカで，どのように芽吹いていったの

かc

私たちはせっかく芽吹きそうになったこの思考方

法が，国家暴力によって，あるいは民間暴力によっ

て，幾度も圧殺されてきた経緯についても知らない

わけではない。しかし，そういった暴力に対して，

中野重治や日本のモダニストたちは，日系移民は，

あるいは合衆国の詩人はどう戦ったのか。

これからそれぞれの立場からお話しいただく四人

とともに考えていきたい。

配布資料

IchhabeeineigentUmlichesTier,halbKiitzen，ｈａｌｂ

Ｌａｍｍ．〔…〕EshatbeiderleiUnruheinsich,dievonder

KatzeunddievomLamm，soverschiedenartigsiesind

DarumistihmseineHautzueng． （FranzKzfka）

IhaveacuriousanimaLhalfkitten,halflamb．〈…〉

Ithasbothrest】essnessesinitself,thatofthecatand

thatofthelamb,diverseastheyare、Thatiswhvit

feelsunhappymitsownskin，

私のところに半ば猫で半ば小羊という奇妙な動物がい

る。（…）そいつには猫と小羊のかけはなれた胸騒ぎが

二つも宿っていて，あまりにも窮屈すぎてはちきれそ

うだ。

＊

雑種性とは単に異文化折衷の流儀のことではな

い｡暴力と不安と恐怖を介しながら歴史的に出会い，

衝突し，不和を生き，分断を生きてきた，さまざま

な存在の胸騒ぎを分有することによって胸が張り裂

けそうになる精神の状態。その状態をただしく記述

＊

Iimjustaredniggerwhol0vesthesea，

lhadasoundcolonialeducation，

IhaveDutch,nigger,andEnglishinme，

andeitherrmnobody,ｏｒl'manation．（Der℃kWalcott）
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私は海を愛する赤色のニグロだ

私はまつとうな植民地の教育を受けた

私の中にはオランダ人とニグロと英鳳人がいる

そして私はダレデモナイか，あるいは一個の民族だ

Ieurservircommeilnoussert・

qeanBernab6,PatrickChamoiseau,RaphaelConfiant）

NeitherEuropeanFnorAfrican,norAsian，weproclaim

ourse]vesCreoles．（…）Maythispositioningservethem
asitservesus・

ヨーロッパ人でもアフリカ人でもアジア人でもなく私

たちはクレオールであると宣言する。（…）このポジシ

ョンのとりかたが彼らにも役立てばいい。私たちに役

＊

NiEurop6ens，niAfricains，niAsiatiques，nousnous

proclamonsCreoles．〈…〉Puissecepositionnement 立つのと同じように。
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